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MORUDAM工法は、その高い技術力と信頼性から、全国各地の公共事業で数多く採用されています。

既存の石積み、壊さず、内部から強くする。
排水機能を確保する、石積接着補強の新技術。

※石積接着補強工法は多くの公共事業に採用されています。

モルダム工法
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現場に合わせて選択が可能な石積専用接着剤（モルダム）

石積みの目地の広さや現場の状況に応じて、最適な充填材を選択することで、品質と経済性を両立します。

モルダムエース
（プレミックスタイプ）

品質が安定した既調合品。
様々な現場に柔軟に対応。

Gタイプ
（現場配合タイプ）

経済性に優れ、大規模な
施工に適しています。

Sタイプ
（水中不分離タイプ）

水中での施工を可能にする
特殊配合品。

※ 「モルダム」及び「モルダムエース」は九州防災メンテナンス株式会社の登録商標です。

MORUDAM 工法

もう、壊さない。
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実験により、充填材の高い接着力を持つMORUDAM工法が、石積みを一枚岩のように強固にし、擁壁の安定性を
高める最良の補強工法であることが確認されました。結  論

実験前 実験後

MORUDAM工法とは？
一 排水機能を守り、石積みを内側から強化する新技術 一 

MORUDAM工法は、老朽化や災害により安全性が懸念される既存の空石積み擁壁を解体することなく、
内部に特殊な接着剤を注入して補強する画期的な工法です。擁壁の安定性に不可欠な「排水機能」を確保
したまま、個々の石を一体化させ、強固な一枚岩のような構造へと強化します。

MORUDAM工法は、現場の状況や石積みの種類に応じて最適な施工方法を選択できます。これにより、様々な課題を解決
し、確実な補強を実現します。

部分遮壁層

透水層（裏込め石）

水抜き加工シート

石積専用接着剤（モルダム）
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石積専用接着剤（モルダム）

MORUDAM工法が選ばれる理由

あらゆる石積み、あらゆる現場に対応する多様な施工タイプ

「どのくらい強くなるか？」を目で見て確認。

【最重要】
排水機能を確実に確保

石積み擁壁の安定性を左右する水の通り道を塞
ぎません。内部の水を適切に排出しながら、構造
強度を向上させる理想的な補強を実現します。

高い補強効果と耐久性
優れた接着力を持つ専用接着剤が石同士を強固
に結びつけ、擁壁を一枚岩のように一体化。地震
や豪雨に対する抵抗力を飛躍的に向上させます。

経済性· 環境性·迅速性
既存擁壁を解体・再構築しないため、工期短縮、
コスト削減、廃材発生の抑制を実現。環境負荷
の少ないサステナブルな工法です。

狭隘地でも施工可能
超小型プラントを使用するため、施工ヤードが
最小限で済み、幅1m程度の狭い場所でも施工
が可能です。
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ドボク模型を用いた物理実験で、補強効果を科学的に証明。

 健全な石積み

実験前 実験後

① 健全な空石積み ② 従来のモルタル注入

モルタル注入石積み

実験前 実験後

③ MORUDAM工法

モルダム注入石積み

約60°の傾斜と振動で 崩壊 強度は向上するが 危険な状態に 動きは非常に小さく 安定性を維持

石積みの模型を使い、傾斜や振動を加えて安定性を比較する実験を行いました。MORUDAM工法による
圧倒的な補強効果が証明されています。

崖にそびえる巨大な空石積み。
その威容の裏に、崩落の危険が迫っ
ています。

特殊接着剤が巨石同士を内部から一体
化。不安定な巨石の崩落リスクを低減
し、崖を安全で強固な状態にします。

目地がほとんどない、または非常に狭い石積みに
有効。ハンドコアドリルで最小限の穴を開け、特殊
ノズルで内部に直接接着剤を注入するため景観を
損ないません。

注入口はハンドコアドリルにより
最小限の注入口を作ります。

注入ホースも極めて細いホースを
使用します。

水中不分離タイプ
水中でも分離しない特殊接着剤（Sタイプ）を使用。
護岸や河川内、常に水に接する箇所の石積みも、水
を抜かずに補強可能です。

護岸の石積みなど、水替えができない
箇所でも施工可能なモルダム工法
（水中不分離タイプ）。

特殊な接着剤で水中でもしっかり固
まります。

ピンポイント注入タイプ

巨石接着タイプ
自然斜面に存在する巨石を接着して安定化を図
る方法です。落石の危険性を大幅に軽減するこ
とが可能です。

歴史的価値のある石橋など、文化財の補修にも
対応。自然石の風合いを損なうことなく、構造的
な強度を回復させ、長寿命化に貢献します。

石橋補修タイプ

大規模な仮設工は不要です。石積みの目
地や内部の隙間に高強度な接着剤を直
接注入し、構造物を内側から強固に一体
化させます。

老朽化により、石橋には大小さまざまな
亀裂が生じます。この繊細な隙間にも、
モルダム工法の技術が活かされます。

狭い隙間にも確実に接着剤（モルダム
エース）を充填し、石橋の強度を高めます。

特許第5686446号 （ピンポイント接着補強）特許第7335622号

水抜きの先端部周辺に部分的な遮壁層を設けることで、透水
層（水の通り道）を塞がずに接看剤を確実に充填できます。

モルダム注入状況 モルダム注入完了断面


